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聖魔和合なった世界とは如何なるものか。各種公式メディアにはそれを教えてくれるものは殆どない。筆者は永年の争いを経た二つの集団が和合に向かうことの理想と現実とはかくもあらんやと思いを馳せながら本作を書き上げた。


もっとも、聖魔和合の理想と現実をあげつらうことが本作の目的ではない（それは本誌の趣旨に反する）から、そうしたことは今後製作予定の作品に任せたい。


聖魔大戦の時代から聖魔和合、そして時は流れ新紀元和合、真天聖軍の出現、この悠久の歴史に対して聖魔和合の創始者・ロココはどう感じ、どう動いたか－そこに源層の神々に列せられるべき英雄の姿と、あまりに人間的な一柱の天使の姿とを共に筆者は見ることができるのである（そしてそれは聖魔和合の姿でもあろう）。ゆえに本作は「悠久の聖魔史の中のロココ」とでも題したほうが良かったのかもしれない。読者諸氏がこの「ロココ観」に理解を示していただけるなら、同人冥利につきる光栄というものである。


本作は筆者がオフラインに発表する、BMに関する最初の作品である。本作において（悠久の聖魔史の中の）ロココを描き、これを発表することが出来たのは、本誌における拙著の発表を快く引き受けてくださったさわ・な氏によるところである。さわ・な氏に厚い感謝の意を表明することをもって本稿を終えたい。
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